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　城里町社会福祉協議会の活動の一つである、町内
の高齢者宅へ小中学生が出向いて交流の機会をつく
る「子どもヘルパー派遣事業」の活動を紹介する取り
組みとして、役場本庁舎の町民ホールで展示会が開
かれました。３月25日から４月５日まで展示され、
多くの町民の方が立ち寄りました。立ち寄った方は
「地域の交流が少なくなり、高齢者と子どもが触れ
合う機会が減っているので、こういった取り組みは
素晴らしい」と話し、活動状況を真剣に見学してい
ました。

城里町社会福祉協議会
「子どもへルパー」展示会を開催

　常北保健福祉センターにおいて、ちいすけヤング
の高校生向けボランティア講座が開催されました。
この講座はNPO法人ちいきの学校との共催で、今回
は５名の高校生が受講しました。
　参加者は、介護や認知症に関する講義を真剣な眼
差しで受講し、授業の最後に行われた交流会では、
介護施設の職員と施設の様子やボランティアの内容
について話していました。町は、今回ボランティア
に参加した高校生に対し「ボランティア証明書」を発
行します。参加者にとっては、進路を考えたり社会
を知ったりする貴重な時間となりました。

ちいすけヤング
高校生向けボランティア養成講座を開催

　町内在住の宇留野 宥翔さんが、子どもたちの交
通安全を祈願し、町内の小・中学校、高等学校に在
学するすべての児童生徒へ手作りお守り合計約1,100
個を寄贈しました。
　宇留野さんは、「二十歳になった記念に、みなさ
んの交通安全を願って、一つひとつ心を込めて作り
ました。交通事故に遭わないように、交通事故を起
こさないように、いつも身に付けてもらえたらうれ
しいです」と話し、添田教育長へお守りを手渡しま
した。

子どもたちの交通安全を願って
手作りお守りを寄贈

　しろさとＰＲ部長の任期満了にともない、今回新
たに柳井 杏碧さんと野崎 夏帆さんがしろさとＰＲ
部長に任命されました。しろさとＰＲ部長は、令和
６年４月から令和８年３月の２年間、城里町の魅力
を県内外に発信し、城里町のさらなるイメージアッ
プのための活動に取り組んでいくことになります。
今回任命された２名は、「城里町の魅力あるグルメ
や観光地を各地に発信することにより、城里町を積
極的にＰＲしていきたい」と今後の活動に対する意
気込みを語りました。
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　城里町は「古内茶」をはじめ、お茶の栽培が盛んで
す。３月に開催された議会定例会において、地元茶
等による乾杯の推進に関する条例を制定しました。
　この条例は、町や事業者、町民が互いに協力しな
がら地元産のお茶や紅茶などによる乾杯を推進する
ことで、普及促進を図ることを目的としています。
　また、取組の推進と相互協力を図るため、地元の
生産者の代表である「七会茶生産部会」、「古内茶生
産組合」、条例制定に向けて協力をされた町議会の
金長議員の表敬訪問を受けました。

地元茶等による
乾杯の推進に関する条例が制定

　５月３日（金）に水戸市偕楽園に隣接する常磐神社
を会場にして開催される「第10回 月の祭 八十八夜
～初音～」を前に、主催者である未来塾水戸の山中
芳博代表が関係者と共に表敬訪問されました。
　会場には城里町の特産品販売コーナーが設けられ、
古内茶やお米などの販売が予定されています。
　山中代表は「今年は10回目の節目の年になるので、
例年に勝る盛大な祭りにしたい」と意気込みを話さ
れました。

夏も近づく八十八夜
第10回目を迎える「月の祭」開催

　御前山と那珂川を活性化する会の会員の皆さんが、
城里町の新たな里山観光拠点である、常陸の国ロマ
ンチックアルプス（町内に所在する御前山、金幣山、
白山、赤沢富士、堂平山、たて山、住谷山、高取山
からなる山々の総称）の長寿夫婦桜にて、安全祈願
祭を執り行いました。
　小雨の降る寒空の下ではありましたが、参列した
皆さんは、神妙な面持ちで玉串を奉納しました。
　今後、会員の皆さんと町が協力し合い、登山道の
整備を推進していきます。

御前山と那珂川を活性化する会
長寿夫婦桜で「安全祈願祭」

　県内外全31チームが参加した上記大会で、石
塚ビッグス野球スポーツ少年団がブロック優勝
し、総合第４位に輝きました。

那珂湊第１野球場ほか

第17回
深川澄子杯少年野球大会

▲ブロック優勝　石塚ビッグス野球スポーツ少年団



令和６年度　新入学生
○小学生　計   99名
　石塚小学校　45名　　常北小学校　20名
　桂小学校　　13名　　沢山小学校　13名
　七会小学校　  8名　
○中学校　計 109名
　常北中学校　83名　　桂中学校　　26名

　株式会社 常陽銀行から、防犯ブザー120個が寄贈
されました。
　同行では、地域貢献活動の一環として、平成17年
から県内の新入学児童全員に防犯ブザーを寄贈する
取り組みを行っています。寄贈された防犯ブザーは、
入学式の日に新入生に配付され、児童の防犯対策に
活用されます。
　その他、多くの企業から安全帽等を寄贈いただき
ました。いただきました寄贈品は、児童、生徒のた
め有効に活用させていただきます。

▽上記の防犯ブザーの他、各企業様からいただいた寄贈品は下表のとおりです。

新入生の安心・安全を願って
防犯ブザー等が寄贈されました

令和６年度　新入学生
○小学生　計   99名
　石塚小学校　45名　　常北小学校　20名
　桂小学校　　13名　　沢山小学校　13名
　七会小学校　  8名　
○中学校　計 109名
　常北中学校　83名　　桂中学校　　26名

寄贈品 寄贈品寄贈元 寄贈元

安全帽 安全笛安全笛 日本マクドナルド株式会社水戸農業協同組合
常陸農業協同組合

ランドセルカバー・
交通安全たすき

かけこみ110番
クリアファイル

黄色いワッペン

笠間地区交通安全協会

茨城県石油商業組合

株式会社みずほフィナンシャルグループ
損保ジャパン株式会社

明治安田生命保険相互会社
第一生命保険株式会社

　４月９日（火）に町内小学校で、翌10日（水）に町内中
学校で入学式が行われました。
　新入生は、先生や新しい友達とふれあい、笑顔で新
たな学校生活をスタートさせました。


